
広島県立生涯学習センター 

平成 30 年２月８日作成 

館
名 

志和生涯学習センター・三ツ城コミュニティハウス・八本松地域センター 

事
業
名 

笑活♪サロンで活かせるネタがいっぱい欲張り講座 
～地域で活躍する育成支援者養成講座～ 

趣
旨 

【学習目的】  
・育成支援者が子供を対象としたレクリェーションのスキルを学ぶことにより，自信をもって
活動できるようになる。  
・住民同士のつながりが深まり，それぞれの活動のネットワークが構築できる。 
【学習目標】  
・子供たちを対象としたレクリェーションの理論と技術を習得し，育成支援の場で活用する。  
・実習を通して，レクリェーションの実践的力を身につける。  
・学んだことを育成支援の場で活かしていこうとする意識を高める。 

特
徴 

東広島市教育委員会主催の社会教育関係職員研修会（スキルアップ研修全５回）で市内
の関係職員等が，「地域づくり，人づくりを担う社会教育の役割」について講義を聞いたり，
「学びの学習プログラムをつくる」グループ演習をしたりして，実際に講座を合同で考え，実
施し，成果や課題について交流をしている。 

事
業
の
様
子 

【第１回】        【第２回】       【第３回】 

志和生涯学習センター 

レクリエーションの理論と手

法を理解する 

平岩地域センター 

子育てサークルにてプチ入

園体験を行う 

 

東志和小学校放課後子ど

も教室「やまびこ」 

受講者が実技体験する 
 

活
動
実
績 

【実施期日】 

第１回   平成 29 年９月 20 日（水） 13：30 ～ 15：30  

第２回   平成 29 年 11 月２日（木） 10：00 ～ 11：00  

第３回① 平成 29 年 10 月 12 日（木） 15：30 ～ 16：30  

第３回② 平成 29 年 11 月６日（月） 16：30 ～ 17：30  

 

【実施場所】  

志和生涯学習センター，東志和小学校放課後子ども教室，平岩地域センター，NPＯ法人

「陽だまり」  

 

【学習支援者】  

第１回 レクリェーションサークル「べっぴんじゃけん」，センター職員  

第２回 レクリェーションサークル「べっぴんじゃけん」，センター職員  

第３回① レクリェーションサークル「べっぴんじゃけん」，センター職員  

第３回② レクリェーションサークル「べっぴんじゃけん」，センター職員  

 

【主 催】  

志和生涯学習センター，三ツ城コミュニィハウス，八本松地域センター 



広島県立生涯学習センター 

【関係機関、団体等との連携】  

東志和小学校放課後子ども教室，平岩地域センター，ＮＰＯ法人陽だまり  

  

【対象者及び参加者数】 

第１回 18 名 （男性 ２名，女性１２名，講師及びスタッフ 4 名）  

第２回 37 名 （母親 10 名，乳幼児男子５名，乳幼児女子 16 名，講師及びスタッフ 6 名）  

第３回① 32 名 （小学生男子 13 名，小学生女子 15 名，受講者男 1 名，講師及びスタッ

フ 3 名）  

第３回② 31名 （小学生男子 12名，小学生女子９名，陽だまり運営スタッフ男 3名，女 1

名，講師及びスタッフ 6 名） 

 

【事業費】 

    24,000 円  

  （内訳：報償費 24,000 円） 

 

【参加者の声】アンケート結果 （満足度９０％）  

・自分が楽しいと思うことが大切。  

・いろいろなネタを学んだことを，活かしていきたい。  

・スタッフの動き，進め方を学べたことがよかった。  

・普段できない集団あそびが出来たのでよかった。  

・小学生の放課後子ども教室の現場で実際に児童の前に立つと，「緊張して思うように話せ

なかった」「どうしても大人の言葉づかいになり，児童に理解できる言葉に置き換えるのが

難しかった。 

成
果
と
課
題 

【成果】 
○本当に今の自分に必要と思う引き出し（ネタ）が増え，実技体験することにより意欲と自信  
につながった。  

○一か所での講座開催ではなく，出張講座へ出向くことに重点を置くことで届ける学習の場
となった。 

○誰のためにやるのか，やっていくのか目的をはっきりさせ，ゴールをしっかり見て取り組む
ことができた。 

○打ち合わせの重要性を再認識することができた。 
【課題】 
○子育てサークルや小学生の「放課後の居場所」に出向いて学習の成果を発表する機会
を設定したが，受講者の希望が少なかった。その要因として，実際に現場で実演する前
に，事前研修として講座を設定することが必要であったこと，また，経験豊富なボランテ
ィアサークルの実際の現場を見学できることを受講者に周知不足であった。 

 

【運営した感想】 

（工夫したこと） 

 ・事前に開催場所に出向き，部屋の広さの確認  

・子育てサークルの小さな子供の安全対策  

・カーテンにぶらさがったりしないか，机の角，卓球台やホワイトボードの足でつまずかない

か等，危険が伴う箇所をマットで覆うなどの対処をした。  

・講師と職員が担当場面や動きの打ち合わせをする。  

 

 （今後の希望） 

・他団体との連携し，情報交換や新たな講師及び人材を発掘する。  

・学んだことを活用できる発表の場の機会を提供していく。  

・東広島市の社会教育を推進する職員は，各センターと連携を図り，地域における様々な

活

動

実

績 



広島県立生涯学習センター 

活動を把握し，住民の主体的な学びや活動を支援していくためのネットワークを構築して

いくことが重要と考える。 

連
絡
先 

【志和生涯学習センター】 

〒739-0269 東広島市志和町志和西 1432 

電話  082-433-3196   ファクシミリ 082-433-3196  

電子メール shiwa-k@city.higashihiroshima.hiroshima.jp 

 

【三ツ城コミュニィハウス】 

〒739-0025 東広島市西条中央七丁目 23-55 

電話  082-422-1820   ファクシミリ 082-422-1820  

 

【八本松地域センター】 

〒739-0144 東広島市八本松南二丁目１－１ 

電話  082-428-3061   ファクシミリ 082-428-3061  

電子メール hachiho-k@city.higashihiroshima.hiroshima.jp 

 


